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【分析・考察】
目ざす教師像の３項目（「信頼される教師」「力
量向上に努める教師」「温かい教師集団」）にお
ける「大変そう思う」という肯定的評価割合は、
いずれも６０ポイント超え、中間評価と比較し平
均２０．４３ポイント上回った。また、他の項目に
おいても平均１８．３３ポイント上回っており、重
点計画における目ざす教師像の達成に向けて、
組織的成果を上げることができた。しかし、反面
「温かい教師集団」における「あまりそう思わな
い」という否定的評価は中間評価と比較し、４．
７２ポイント増加している。この点の改善にむけ
て、より一層、各学年・各分掌内での校務推進
の組織的運営に努めなければならない。

【分析・考察】
学習指導各項目における「大変そう思う」という
肯定的評価の割合は中間評価と比較し、平均１
４．５２ポイント上昇しており、改善により一定の
成果がうかがえる。中間評価以降、授業研究推
進委員会が中心となり、全員が授業公開を行
い、授業交流と改善に取り組んだ成果が出てい
る。補充や個別指導も限られた資源である「時
間」を有効に毎週火曜日に取り組んできた。次
年度の課題としては、家庭学習の時間や方法に
対する教師の仕掛けや保護者との連携をどう仕
組むかという点である。また、生徒の学習意欲
を高め、分かる授業の展開をより一層進めてい
くためのグループ学習やＩＣＴ活用について組織
的推進が必要となる。

【分析・考察】
全項目における「大変そう思う」という肯定的
評価の割合は中間評価と比較し、全て上回っ
ており、平均すると１２．４６ポイント向上して
いる。教職員の生徒指導推進における意識
化に一定の成果がうかがえるが、生徒実態か
らみて自己肯定感・自己有用感、コミュニケー
ション能力の育成に課題を感じている。予防
的生徒指導の観点に基づいた取り組み及び
小中連携の深化を今年度より図っているが、
次年度も引き続き改善すべき教育課題のひと
つとなる。授業におけるグループ学習の展開
についても組織的な展開を図る意味で学習規
律のあり方等を改善していく必要がある。
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【分析・考察】
中間評価における課題を改善していくための研
修と実践により、肯定的評価割は平均１５．４２
ポイント上回った。次年度より教育課程に位置
付けられる言語・数理運用科の授業では、特に
思考判断していく過程を指導していく授業展開
の実践研修が必要になる。

【分析・考察】
部活動指導における肯定的評価も１０．３ポイン
ト中間評価より上回り、成果がうかがえる。部活
動を通すなかでも生徒の自己肯定感や自己有
用感、自己効力感の伸長を図りたい。

各部活動における主な成績等 （平成２１年度）

○バスケットボール女子 中国中学校選手権大会第３位 広島市総体第４位（県総合体育大会出場）
広島市新人大会優勝

○バスケットボール男子 広島市総体西区大会第１位 新人大会西区大会第１位
○女子ソフトテニス 県選手権大会出場（個人） 県総合体育大会出場（個人戦） 広島市新人大会団体出場
○男子ソフトテニス 広島市選手権大会ベスト１６（団体） 広島市総体西区大会第１位（個人戦）

新人大会西区大会個人３位 広島市新人大会団体ベスト８
○バドミントン 広島市総体西区大会 団体第３位 ダブルス第３位 シングルス第３位
○剣道女子個人 県総合体育大会出場（個人戦） 広島市新人大会女子個人戦３位
○バレーボール女子 広島市総体西区大会第２位 新人大会西区大会３位
○陸上競技男子 広島市選手権大会 １年男子１５００ｍ第１位

広島市新人大会一部男子走り高跳び２位 一部女子砲丸投げ６位
○サッカー 広島市選手権大会ベスト１６ 広島市総体西区大会第４位
○吹奏楽 広島県吹奏楽コンクール金賞受賞 広島県マーチングコンテスト銀賞
○放送 ＮＨＫ杯全国中学校放送コンテスト朗読部門 決勝進出

広島市中文連放送コンテストアナウンス部門入選・ラジオ番組作成部門４位
◇体操競技 全国中学校選手権大会出場
◇水泳 県総合体育大会出場

４．ひろカリ等の取り組み

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道
徳
学
活
総
合
の
有
効
運
営

ひ
ろ
カ
リ
新
学
要
取
り
組
み

ひ
ろ
カ
リ
等
実
践
化

５．部活動等の充実

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部
活
の
明
確
化

部
活
と
学
習
指
導
の
両
立

７月

７月 １月

４．ひろカリ等の取り組み

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道徳学活総合の有効運営

ひろカリ新学要取り組み

ひろカリ等実践化

１月



平成２２年３月１日
広島市立古田中学校 学校評価委員会

平成２１年度 学校評価 教職員自己評価その２結果グラフ（１月） 【保護者評価との比較】

４ よくあてはまる ３ ある程度あてはまる

２ あまりあてはまらない １ 全くあてはまらない

Ⅰ．生徒像のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授
業
に
積
極
的

授
業
内
容
理
解

学
校
行
事
に
積
極
的

部
活
動
の
取
組

自
己
存
在
感

自
己
効
力
感

自
己
有
用
感

コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

力

思
い
や
り
の
心

規
範
性
の
育
ち

Ⅱ．教師集団のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教
育
的
愛
情
と
信
頼

力
量
向
上
努
力

協
力
的
教
師
集
団
の
形
成

教職員

Ⅰ．生徒像のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業に積極的

授業内容理解

学校行事に積極的

部活動の取組

自己存在感

自己効力感

自己有用感

コミュニケーション力

思いやりの心

規範性の育ち

保護
者

教職員

Ⅱ．教師集団のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育的愛情と信頼

力量向上努力

協力的教師集団の形成

保護
者



平成２２年３月１日
広島市立古田中学校 学校評価委員会

平成２１年度 学校評価 教職員自己評価その２結果グラフ（１月） 【保護者評価との比較】

４ よくあてはまる ３ ある程度あてはまる

２ あまりあてはまらない １ 全くあてはまらない

Ⅲ．教育活動のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学
力
向
上
と
定
着

豊
か
な
人
間
性
の
育
み

体
力
や
健
や
か
な
身
体
育
成

一
人
一
人
大
切
に
し
た
教
育

思
考
力
や
自
主
性
の
育
成

家
庭
学
習
指
導

落
ち
着
い
た
環
境
形
成

迅
速
・誠

実
な
対
応

教職員 Ⅲ．教育活動のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学力向上と定着

豊かな人間性の育み

体力や健やかな身体育成

一人一人大切にした教育

思考力や自主性の育成

家庭学習指導

落ち着いた環境形成

迅速・誠実な対応

保護
者



平成２２年３月１日
広島市立古田中学校 学校評価委員会

平成２１年度 学校評価 教職員自己評価その３結果グラフ 【２０年度との比較】

４ かなり達成されている ３ ある程度達成されている

２ あまり達成されていない １ 全く達成されていない

１．学校教育目標達成のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

明
る
くた

くま
し
い
生
徒

自
ら
考
え
実
行
す
る
生
徒

思
い
や
り
の
あ
る
生
徒

２．学校像達成のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授
業
を
大
切
に
し
て
い
る
学
校

行
事
・部

活
動
が
活
発
な
学
校

地
域
や
保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校

１．学校教育目標達成のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

明

自

思

２．学校像達成のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

Ｈ２１年Ｈ２０年

Ｈ２０年 Ｈ２１年



平成２２年３月１日
広島市立古田中学校 学校評価委員会

平成２１年度 学校評価 教職員自己評価その３結果グラフ 【２０年度との比較】

４ かなり達成されている ３ ある程度達成されている

２ あまり達成されていない １ 全く達成されていない

３．めざす生徒像達成のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勉
強
・部

活
動
に
励
む
生
徒

自
己
抑
制
力
・倫

理
観
を
持
つ
生
徒

思
い
や
り
・優

し
さ
を
持
つ
生
徒

４．めざす教師像達成のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教
育
的
愛
情
で
接
し
信
頼
さ
れ
る
教
師

力
量
を
高
め
よ
う
と
努
力
す
る
教
師

協
力
的
で
温
か
な
教
師
集
団

Ｈ２１年３．めざす教師像達成のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

３．めざす生徒像達成のとらえ方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

Ｈ２０年 Ｈ２１年

Ｈ２０年


